


  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市の一般会計決算（H25 年度）は約 20 億円の黒字ですが、一方で市職員の退職金を支払う 

ためだけに41億円もの借金（退職手当債）をしました。この退職手当の借金は毎年続き、その残高

は約 500 億円になっています。まさに将来への先送りです。 

 

このように借金をすれば黒字になるので、民間と違い行政の黒字にはあまり意味がありません。

様々な視点で、しっかり中身を見ていく必要があります。 

さらに、京都市はこの退職手当債を今後も続けたいと国に要望をしています。 

これでいいのでしょうか？ 市会議員のボーナスを増やしている場合でしょうか？ 
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